
国
民
年
金
に
加
入
し
て

い
る
と
、
６５
歳
か
ら
老
齢
基

礎
年
金
が
支
給
さ
れ
る
だ

け
で
な
く
、
万
一
の
場
合
、

障
害
基
礎
年
金
や
遺
族
基

礎
年
金
が
支
給
さ
れ
、
暮
ら

し
を
守
っ
て
く
れ
ま
す
。

【
障
害
基
礎
年
金
】

国
民
年
金
加
入
中
に
障

が
い
の
原
因
と
な
っ
た
病

気
や
ケ
ガ
の
初
診
日
が
あ

る
場
合
や
、
６０
歳
以
上
６５

歳
未
満
の
人
が
一
定
の
障

が
い
の
状
態
に
な
っ
た
場

合
に
支
給
さ
れ
ま
す
。
ま

た
、
子
（
生
計
を
維
持
し
て

い
る
１８
歳
到
達
年
度
の
末

日
ま
で
の
子
、
２０
歳
未
満
で

一
・
二
級
の
障
が
い
の
状
態

に
あ
る
子
）
の
加
算
が
あ
り

ま
す今

年
４
月
か
ら
加
算
対

象
者
が
拡
大
し
、
年
金
受
給

権
が
発
生
し
た
後
に
結
婚
・

出
産
し
て
も
、
届
出
す
る
と

配
偶
者
や
子
ど
も
へ
の
加

算
額
を
受
け
取
る
こ
と
が

で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
た
だ
し
、
同
一
の
子
を

対
象
と
し
た
障
害
年
金
の

子
の
加
算
と
児
童
扶
養
手

当
の
両
方
を
受
け
取
る
こ

と
は
で
き
ま
せ
ん
。

く
わ
し
く
は
、
年
金
事

務
所
か
ね
ん
き
ん
ダ
イ
ヤ

ル
（
☎
０
５
７
０
・
０５
・

１
１
６
５
）
へ
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

【
遺
族
基
礎
年
金
】

国
民
年
金
に
加
入
中
か

６０
歳
以
上
６５
歳
未
満
に
亡

く
な
っ
た
場
合
、
亡
く
な
っ

た
人
に
生
計
を
維
持
さ
れ

て
い
た
子
の
あ
る
妻
ま
た

は
子
に
支
給
さ
れ
ま
す
。
子

が
２
人
以
上
の
と
き
は
、
障

害
基
礎
年
金
と
同
様
の
加

算
が
あ
り
ま
す

【
年
金
受
給
の
条
件
】

障
害
基
礎
年
金
や
遺
族

基
礎
年
金
を
受
け
る
た
め

に
は
、
障
害
基
礎
年
金
で
は

初
診
日
、
遺
族
基
礎
年
金

で
は
死
亡
日
の
あ
る
月
の

前
々
月
ま
で
の
「
国
民
年
金

に
加
入
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
期
間（
２０
～
６０
歳
）」の

う
ち
、
３
分
の
２
以
上
の
期

間
が
、
保
険
料
を
納
め
た
か

免
除
さ
れ
た
期
間
で
あ
る

必
要
が
あ
り
ま
す
（
海
外
在

住
の
期
間
や
厚
生
年
金
な

ど
か
ら
老
齢
年
金
を
受
け

て
い
る
期
間
を
除
く
）

な
お
、
こ
の
要
件
を
満

た
さ
な
く
て
も
、
平
成
２８
年

３
月
ま
で
に
６５
歳
未
満
で

初
診
日
な
ど
が
あ
る
場
合
、

初
診
日
な
ど
の
あ
る
月
の

前
々
月
ま
で
の
１
年
間
が
、

保
険
料
を
納
め
た
か
免
除

さ
れ
た
期
間
で
あ
れ
ば
受

給
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

ま
た
、
障
害
基
礎
年
金
と

遺
族
基
礎
年
金
は
、
厚
生
年

金
の
加
入
者
に
も
支
給
さ

れ
ま
す
。

【
問
合
せ
先
】

▼
市
民
年
金
課
（
☎

６４
・
１
３
３
３
）
▼
京

都
南
年
金
事
務
所
（
☎

０
７
５
・６
４
３
・２
５
４
７
）
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昭
和
５６
年
５
月
３１
日
以
前
に
建
て

ら
れ
た
木
造
住
宅
は
、
旧
耐
震
基
準

で
設
計
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の

住
宅
の
耐
震
化
を
進
め
、
防
災
型
の

ま
ち
づ
く
り
を
目
指
す
た
め
、
木
造

住
宅
を
耐
震
改
修
す
る
場
合
、
市
独

自
に
１
０
０
万
円
を
補
助
し
ま
す
。

耐
震
診
断
士
の
派
遣
も
追
加
募
集

し
ま
す
の
で
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

木
造
住
宅
の
耐
震
改
修
工
事
費
用

を
１
０
０
万
円
ま
で
補
助
し
ま
す
。

対
象
者
＝
住
宅
の
所
有
者
ま
た
は

居
住
者
で
、
市
税
な
ど
を
滞
納
し
て

い
な
い
人

対
象
住
宅
＝
市
内
の
木
造
住
宅
で
、

次
の
す
べ
て
に
該
当
す
る
も
の

▼
昭
和
５６
年
５
月
３１
日
以
前
に
着

工
し
、
完
成
し
て
い
る
▼
延
べ
面
積

の
２
分
の
１
以
上
を
住
宅
に
使
用
し

て
い
る
▼
建
築
士
（
耐
震
診
断
士
）

に
よ
る
耐
震
診
断
の
評
点
が
１
・
０
未

満
▼
耐
震
改
修
工
事
に
よ
り
評
点
が

０
・
７
以
上
に
な
る

募
集
戸
数
＝
先
着
５０
戸

申
込
方
法
＝
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

開
発
指
導
課
に
あ
る
木
造
住
宅
耐
震

改
修
事
業
費
補
助
金
交
付
申
請
書
に
、

耐
震
改
修
工
事
見
積
書
・
耐
震
診
断

結
果
報
告
書
の
写
し
・
耐
震
補
強
計

画
書
・
市
税
の
納
税
証
明
書
な
ど
を

添
え
、
提
出
し
て
く
だ
さ
い

し
め
き
り
＝
１２
月
２０
日
㈫

す
で
に
工
事
着
工
・
契
約
締
結
し

た
も
の
は
、
補
助
は
受
け
ら
れ
ま
せ

ん
。
ま
た
、
耐
震
改
修
を
行
う
と
、

費
用
補
助
だ
け
で
な
く
所
得
税
や
固

定
資
産
税
の
優
遇
を
受
け
る
こ
と
も

で
き
ま
す
。

市
か
ら
耐
震
診
断
士
を
派
遣
し
、

耐
震
診
断
を
行
い
ま

す
。
改
修
の
ア
ド
バ

イ
ス
・
概
算
工
事
費

な
ど
も
提
案
し
ま
す
。

対
象
者
＝
住
宅
の

所
有
者
ま
た
は
居
住

者
で
、
市
税
な
ど
を

滞
納
し
て
い
な
い
人

対
象
住
宅
＝
市
内
の
木
造
住
宅
で
、

次
の
す
べ
て
に
該
当
す
る
も
の

▼
昭
和
５６
年
５
月
３１
日
以
前
に
着

工
し
、
完
成
し
て
い
る
▼
延
べ
面
積

の
２
分
の
１
以
上
を
住
宅
に
使
用
し

て
い
る
▼
自
己
診
断
「
誰
で
も
で
き

る
わ
が
家
の
耐
震
診
断
」
の
結
果
、

評
点
が
１０
点
未
満

募
集
戸
数
＝
先
着
２４
戸

自
己
負
担
＝
３
千
円

申
込
方
法
＝
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

開
発
指
導
課
に
あ
る
京
田
辺
市
木
造

住
宅
耐
震
診
断
士
派
遣
事
業
申
込
書

に
、
自
己
診
断
「
誰
で
も
で
き
る
わ

が
家
の
耐
震
診
断
」
結
果
書
、
建
物

の
所
有
者
・
建
築
年
数
な
ど
が
分
か

る
書
類
（
建
築
確
認
通
知
書
・
住
宅

の
登
記
簿
謄
本
な
ど
）
を
添
え
、
提

出
し
て
く
だ
さ
い

し
め
き
り
＝
９
月
１５
日
㈭

【
申
込
・
問
合
せ
先
】

開
発
指
導
課
（
☎
６４
・
１
３
４
１
）

市
は
、
ご
み
減
量
化
推

進
委
員
会
の
委
員
を
募
集

し
ま
す
。

同
委
員
会
で
は
、
循
環

型
社
会
の
形
成
の
た
め
、

ご
み
減
量
化
施
策
や
リ
サ

イ
ク
ル
推
進
な
ど
に
つ
い

て
話
し
合
い
ま
す
。
ご
み

問
題
に
関
心
の
あ
る
人

は
、
ぜ
ひ
応
募
し
て
く
だ

さ
い
。

対
象
＝
市
内
に
在
住
・

通
勤
・
通
学
す
る
２０
歳
以

上
の
人

任
期
＝
平
成
２３
年
８
月

３１
日
～
同
２５
年
８
月
３０
日

報
酬
＝
あ
り

会
議
の
回
数
＝
平
日
に

年
２
～
５
回
程
度

募
集
人
数
＝
若
干
名
。

多
数
の
場
合
は
小
論
文
で

審
査
し
ま
す

応
募
方
法
＝
ハ
ガ
キ
・

封
書
に
、
住
所
・
氏
名
・

電
話
番
号
・
職
業
・
ご
み

問
題
の
分
野
で
関
心
の
あ

る
事
柄
を
書
い
て
、
郵
送

し
て
く
だ
さ
い

し
め
き
り
＝
８
月
１５
日

㈪
（
当
日
消
印
有
効
）

応

募
・

問

合

せ

先
＝
清
掃
衛
生
課

（
〒
６
１
０
・
０
３
３
１
京

田
辺
市
田
辺
ボ
ケ
谷
５８
、

☎
６８
・
１
２
８
８
）

市
は
、
京
田
辺
市
水
道

ビ
ジ
ョ
ン
検
討
委
員
会
の

委
員
を
募
集
し
ま
す
。

市
の
水
道
事
業
は
、
水

道
施
設
の
老
朽
化
対
策
・

自
然
災
害
へ
の
対
策
・
少

子
化
に
よ
る
水
需
要
の
減

少
に
伴
う
収
益
減
少
な

ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
を

抱
え
て
い
ま
す
。

同
委
員
会
で
は
、
こ
れ

ら
の
課
題
を
踏
ま
え
、
安

全
で
お
い
し
い
水
を
供
給

す
る
た
め
の
中
長
期
の
水

道
事
業
経
営
に
つ
い
て
話

し
合
い
ま
す
。

対
象
＝
市
内
に
在
住
す

る
２０
歳
以
上
の
人

任
期
＝
平
成
２３
年
９
月

中
旬
～
同
２５
年
３
月
末

報
酬
＝
あ
り

会
議
の
回
数
＝
平
日
に

年
２
・
３
回
程
度

募
集
人
数
＝
２
人
。
多

数
の
場
合
は
抽
選
し
ま
す

応
募
方
法
＝
ハ
ガ
キ

に
、
住
所
・
氏
名
・
電
話

番
号
・
職
業
・
水
道
事

業
で
関
心
の
あ
る
事
柄

（
１
５
０
字
以
内
）
を
書
い

て
、
郵
送
し
て
く
だ
さ
い

し
め
き
り
＝
８
月
１９
日

㈮
（
当
日
消
印
有
効
）

応
募
・
問
合
せ
先
＝
薪
浄

水
場（
〒
６
１
０
・０
３
４
１

京
田
辺
市
薪
桑
ノ
木
１８
、
☎

６２
・
８
２
８
２
）

8 月は人権強調月間です。
この月間に合わせ、市は
ヒューマン映画上映会と京
田辺市人権問題研修会を開
きます。
人権は誰もが等しく持っ
ている権利ですが、ほんのわ
ずかな間違った思い込みで
人を傷つけたり、傷つけられ
たりします。人権問題を正し
く理解し、少しでも多くの人
が傷つかない幸せな社会を
築きましょう。
【ヒューマン映画上映会】
日時＝ 8 月 20 日㈯午後 1
時 30 分～ 3時 30 分（受け付
けは午後 1時から）
場所＝中央公民館
内容＝「手のひらの幸せ」
を上映

早くに母を亡くし、出稼
ぎの父に代わり祖父に育てら
れた幼い兄弟。その祖父も亡
くなり二人きりになった兄
弟が、養護施設に預けられな
がらもけなげに成長していく
姿を描くヒューマンストー
リー。本当の幸せとは何かを
考えさせられる作品です。
定員＝先着 350 人
入場料＝無料
駐車場に限りがあります
ので、公共交通機関をご利用
ください。
【人権問題研修会】
日時・内容＝下表のとおり
場所＝コミュニティホール
参加費＝無料
【問合せ先】
人権啓発推進課（☎64-1336）

市は、介護保険による福祉用具（車いす・
歩行器・歩行補助つえ）の貸与を受けた人が
身体障害者手帳を持ち、一定程度以上の障が
いがある場合、自己負担額を助成します。
申請対象＝平成 23年 1～ 6月の福祉用具貸
与の自己負担分
対象者・福祉用具＝下表のとおり
申請に必要なもの＝介護保険自己負担額の
領収書・介護保険被保険者証の写し・印鑑・
銀行などの口座番号が分かるもの
新たに申請する人や口座番号を
変更する人は、通帳の写し（名義・
支店名・口座番号が分かるもの）
が必要です。
しめきり＝ 8月 31 日㈬
申請・問合せ先＝障害福祉課（☎
64-1372）

市
と
消
防
本
部
は
、
職

員
採
用
試
験
を
行
い
ま
す
。

【
職
種
と
受
験
資
格
】

事
務
職
員
Ａ
＝
昭
和
６１

年
４
月
２
日
以
降
に
生
ま

れ
た
人

事
務
職
員
Ｂ
＝
昭
和
４６

年
４
月
２
日
以
降
に
生
ま

れ
、
平
成
２３
年
８
月
１
日

現
在
で
民
間
企
業
で
正
社

員
と
し
て
の
職
務
経
験
が

５
年
以
上
あ
る
人

社
会
福
祉
士
＝
昭
和
４６

年
４
月
２
日
以
降
に
生
ま

れ
、
社
会
福
祉
士
の
登
録

を
受
け
て
い
る
人

保
健
師
＝
昭
和
５９
年
４

月
２
日
以
降
に
生
ま
れ
、

保
健
師
の
免
許
を
有
す
る

人
（
取
得
見
込
み
を
含
む
）

保
育
士
・
幼
稚
園
教
諭

＝
昭
和
５９
年
４
月
２
日
以

降
に
生
ま
れ
、
保
育
士
と

幼
稚
園
教
諭
の
両
資
格
を

有
す
る
人
（
取
得
見
込
み

を
含
む
）

【
募
集
人
数
】

い
ず
れ
も
若
干
名

【
第
１
次
試
験
日
】

９
月
１８
日
㈰

【
申
込
方
法
】

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
職

員
課
に
あ
る
試
験
案
内
を

十
分
確
認
の
上
、
申
込
書

を
書
い
て
写
真
（
申
込
前

６
カ
月
以
内
撮
影
、
正
面
・

脱
帽
・
上
半
身
、
縦
４
㎝

×
横
３
㎝
）
を
貼
り
、
本

人
が
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

郵
送
・
代
理
人
に
よ
る
提

出
は
受
け
付
け
ま
せ
ん

【
申
込
期
間
】

８
月
８
日
㈪
～
１９
日
㈮

午
前
８
時
３０
分
～
午
後
５

時
１５
分
（
正
午
～
午
後
１

時
、
土
・
日
曜
日
を
除
き

ま
す
）

【
採
用
予
定
日
】

平
成
２４
年
４
月
１
日

【
申
込
・
問
合
せ
先
】

職
員
課（
☎
６４・１
３
２
４
）

【
受
験
資
格
】

昭
和
６１
年
４
月
２
日
以

降
に
生
ま
れ
た
人

視
力
な
ど
身
体
的
条
件

が
あ
り
ま
す
の
で
、
く
わ

し
く
は
、
試
験
案
内
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

【
募
集
人
数
】

若
干
名

【
第
１
次
試
験
日
】

９
月
１８
日
㈰

【
申
込
方
法
】

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
消

防
本
部
・
各
分
署
に
あ
る

試
験
案
内
を
十
分
確
認
の

上
、
申
込
書
を
書
い
て
写

真
（
申
込
前
６
カ
月
以
内

撮
影
、
正
面
・
脱
帽
・
上

半
身
、
縦
４
㎝
×
横
３
㎝
）

を
貼
り
、
本
人
が
持
参
し

て
く
だ
さ
い
。
郵
送
・
代

理
人
に
よ
る
提
出
は
受
け

付
け
ま
せ
ん

【
申
込
期
間
】

８
月
８
日
㈪
～
１９
日
㈮

午
前
８
時
３０
分
～
午
後
５

時
１５
分
（
正
午
～
午
後
１

時
、
土
・
日
曜
日
を
除
き

ま
す
）

【
採
用
予
定
日
】

平
成
２４
年
４
月
１
日

【
申
込
・
問
合
せ
先
】

消
防
本
部
消
防
総
務
課

（
☎
６３
・
７
８
２
５
）

８
月
１
～
７
日
に

夏
の
火
災
防
止
運
動

消
防
本
部
は
、
８
月
１
日
㈪
か
ら

７
日
㈰
ま
で
夏
の
火
災
防
止
運
動
を

行
い
ま
す
。

暑
さ
で
注
意
力
が
散
漫
に
な
り
警

戒
心
も
薄
れ
る
こ
の
時
期
に
、
不
注

意
な
火
気
の
取
り
扱
い
か
ら
の
火
災

発
生
を
防
止
す
る
た
め
、
広
報
活
動

や
事
業
所
な
ど
の
立
入
検
査
・
消
防

訓
練
な
ど
を
行
い
ま
す
。

市
民
の
み
な
さ
ん
も
防
火
意
識
を

よ
り
一
層
高
め
、
家
庭
や
職
場
か
ら

火
災
を
追
放
し
ま
し
ょ
う
。

【
２３
年
度
全
国
統
一
防
火
標
語
】

消
し
た
は
ず　

決
め
つ
け
な
い
で

も
う
一
度

【
市
消
防
本
部
防
火
標
語
】

防
火
の
手　

ひ
ろ
げ
て
守
ろ
う
！

安
心
の
ま
ち

【
問
合
せ
先
】

消
防
本
部
予
防
課
（
☎
６３
・

７
８
２
６
）

市は、市内中小企業の競争力
と経営力の強化を図るため、今
年度から京田辺市中小企業IT化
推進事業補助金を交付します。
中小企業が自社の広告宣伝・
販路開拓のためにホームページ
を作成などする経費の一部を助
成し、中小企業の IT 化を支援
します。
【対象者】
市内に製造・販売など活動拠
点を置き、市税の滞納がなく、
次の①～③のいずれかに該当す
る事業者・団体
①中小企業基本法に規定する
中小企業②商店街など①で規定
する中小企業で構成する団体③
農業者などで組織し、組織規約・
会計規則がある団体
【対象経費】
平成23年度内に、ホームペー
ジやコンテンツ（動画・静止画・
音声など）の作成・更新・機能拡

充するため、外部に委託する費用
パソコンなど設備購入費・ド
メイン取得料・サーバー契約料・
通信経費・維持管理に要する費
用を除きます。
【補助額】
対象経費の 2分の 1。上限は
10 万円
【申請方法】
市ホームページか産業振興課
にある申請書に必要書類を添え
て、業務を発注する 30 日前ま
でに申し込んでください。対象
者により必要書類が異なります
ので、市ホームページで確認し
てください
申請が予算額に達したとき
は、受け付けを終了します。同
じ対象者に対する同補助金の交
付は 1回限りです。
【申請・問合せ先】
産業振興課（☎ 64-1319）


